
任意長期ログ保全の標準化

明治神宮前シスターズ

渋谷教育学園渋谷高等学校

上田優・高橋朋花

ー東京発のSNS改革ー



60.6％
誹謗中傷の目撃者

約3割が被害経験ありというデータも

不健全なネット環境⇒抑止力として制度強化

言論の⾃由
人権保護



現在の制度：発信者情報開示請求

②開示請求

ISP

トラブル発生

学校、裁判、会社
の対応

③IPアドレス特定
④長期ログ保全

⑤犯人の個人情報特定
⑥開示

SNS

ログ（履歴）は
３～６か月保全

開示請求は数か月～１年
⇒長期ログ保全前に証拠消滅の可能性



被害者自身が長期ログ保全を申請できるように

ISP
SNS

ログ保全

ログ保全



政策提案：
任意長期ログ保全の標準化

プロバイダ用の補助金

認証マーク

被害者用マニュアル プロバイダ用マニュアル



プロバイダ用マニュアル

①任意長期ログ保全申請

＋補助金・認証マーク

SNS

被害者用マニュアル

任意長期ログ保全の標準化

申請受理後
②IPアドレス取得
③長期ログ保全

※開示の必要性なし



被害者用マニュアル

・申請条件

・申請方法

・申請書の記入方法

プロバイダ用マニュアル

・受理条件

・ログ保全期間

補助金

認証マーク
マニュアル導入の際のサポート
導入している企業を見える化

政策概要



マニュアル作成方法

「発信者情報開示の在り
方に関する研究会」

SNS企業

総務省

弁護士

プロバイダ用マニュアル被害者用マニュアル



なぜ東京都なのか

東京から日本・世界へ：
SNS意識改⾰

日本中の
・SNS企業
・IT企業
・専門家 が東京都に

人と企業を結ぶ



実現可能性

・初期費用４５０万円程度

・初年度は主要SNS事業者10社に補助金を試験配分

・翌年度以降は効果検証で増減



被害者が自分自身を
守れる第一歩

任意長期
ログ保全

企業側のネットリテラシー
への積極性

発言の自由 人権保護

根本的な意識改⾰

効果



ご清聴ありがとうございました！

発言の自由 人権保護


